
所
管
事
務
調
査
報
告

日
　
時
・
・令

和
元
年
５
月
21
日（
火
）～
23
日（
木
）

☆
岩
手
県
大
船
渡
市

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
と

復
興
の
た
め
平
成
23
年
10
月
に
大
船
渡
市
復
興

計
画
を
策
定
。
平
成
27
年
度
～
28
年
度
ま
で
総

務
省
委
託
事
業
で
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推

進
の
た
め
の
地
域
実
証
事
業
」
を
実
施
。
津
波

の
浸
水
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
公
営
団
地
の

一
階
部
分
を
整
備
。
６
部
屋
で
首
都
圏
Ｉ
Ｔ
企

業
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
と
と
も
に
Ｉ

Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
お
試
し
移
住
に
よ
る
「
半
農

半
Ｉ
Ｔ
」
モ
デ
ル
体
験
、
地
元
農
業
者
や
中
高

生
、
市
民
と
の
交
流
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

た
。本

市
も
た
か
ら
べ
森
の
学
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト

事
業
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
人
材
育
成
や
交

流
事
業
が
期
待
さ
れ
る
。

☆
岩
手
県
遠
野
市

平
成
23
年
の
大
震
災
以
前
よ
り
岩
手
県
沿
岸

部
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
津
波
被
害
を
受
け

て
き
た
。
ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に
99
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る｢

宮
城
県
沖

地
震｣

に
備
え
、
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て

い
た
。

今
回
の
調
査
で
、
陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市

の
津
波
の
跡
や
災
害
状
況
を
確
認
、
１
日
も
早

い
復
興
を
望
み
た
い
。
遠
野
市
は
早
く
か
ら
後

方
支
援
に
取

り
組
み
、
自

衛
隊
・
警

察
・
消
防
・

地
域
住
民
が

参
加
し
た
大

規
模
な
防
災

訓
練
が
行
わ

れ
、
東
日
本

大
震
災
で
は

そ
の
成
果
が

活
か
さ
れ
て

い
た
。

日
　
時
・
・

日
　
時
・
・令

和
元
年
５
月
14
日（
火
）～
16
日（
木
）

☆
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
汗
見
川

汗
見
川
地
区
は
96
世
帯
１
７
７
人
、
６
つ
の

集
落
で
構
成
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
清
流

汗
見
川
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、
河
川
の
環
境
保

全
等
の
活
動
を
実
施
。間
伐
に
よ
る
森
の
整
備
、

地
域
の
活
性
化
、
健
康
増
進
の
た
め
様
々
な
活

動
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
跡
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
の
営
業
を
開
始

し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
地
域
交
流
活
動

を
続
け
る
。
平
成
24
年
か
ら
高
知
県
独
自
の
政

策
で
あ
る
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
さ

れ
た
。
長
年
に
渡
る
地
域
住
民
の
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
と
地

域
お
こ
し
協
力

隊
の
定
住
化
に

よ
り
、
住
民
の

親
睦
と
交
流
、

特
産
品
作
り
、

観
光
客
誘
致
な

ど
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い

る
。

遠野市後方支援史料館にて

汗見川ふれあいの郷清流館にて

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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☆
愛
媛
県
西
条
市

「
地
域
づ
く
り
に
学
校
は
欠
か
せ
な
い
」
と

い
う
理
念
を
持
ち
、
当
面
は
小
・
中
学
校
の
統

合
は
行
わ
ず
、
教
育
の
水
準
の
維
持
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
揚
げ
て
い
る
。
平
成
27
年

文
部
科
学
省
の
３
カ
年
事
業
で
あ
る
「
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
教
育

の
質
の
向
上
に
係
る
実
証
事
業
」
の
採
択
を
受

け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、
学
校
間
を
つ
な

い
だ
遠
隔
合
同
授
業
に
よ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ク

ラ
ス
ル
ー
ム
」を
実
現
し
て
い
る
。
複
式
学
級
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

児
童
や
教
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
小
規
模
校
が
多
い
本
市
に
お
い
て

も
取
り
入
れ
る
価
値
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

日
　
時
・
・

令
和
元
年
５
月
20
日（
月
）
～
22
日（
水
）

☆
愛
媛
県
鬼き

北ほ
く

町ち
ょ
う

え
ひ
め
南
農
協
の
ゆ
ず
搾
汁
施
設
は
、
平
成

24
年
に
総
額
３
億
円
（
国
１
／
２
、
町
５
千
万

円
、
組
合
１
億
円
）
を
か
け
、
搾
汁
機
７
台
を

整
備
し
、
一
日
あ
た
り
40
ｔ
処
理
し
て
い
る
。

☆市の業務は課毎に分け、3つの委員会を置き、議員は必ずいずれかの委員会に所属しています。

運
営
は
農
協
が
担
っ
て
い
る
。
昭
和
61
年
に
ゆ

ず
生
産
組
合
を
５
名
で
設
立
、
現
在
６
５
０
名

が
約
１
０
０
ha
栽
培
し
て
い
る
。
平
成
30
年
は

１
２
８
０
ｔ
を
生
産
、
今
年
は
１
７
０
０
ｔ
を

見
込
ん
で
い
る
。

新
品
種
「
鬼き

北ほ
く

の
香か
お
り里
」
は
従
来
の
ゆ
ず
と

比
較
し
て
ト
ゲ
が
少
な
く
短
い
こ
と
で
、
作
業

の
効
率
や
安
全
性
が
良
い
の
で
、
本
市
も
品
種

改
良
な
ど
大
い
に
参
考
と
な
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
生
産
量
等
の
向
上
を
目
指
し
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

☆
山
口
県
山
口
市

山
口
型
放
牧
の
取
り
組
み
は
、
耕
作
放
棄
地

が
多
く
、
地
域
の
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
る
現

状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
耕
作
放
棄
地
を
一
括

で
管
理
し
て
い
る
。
電
柵
で
囲
い
、
簡
易
の
牛

舎
を
設
置
、
放
牧
す
る
こ
と
で
、
安
価
で
放
棄

地
の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
膨
大
な
荒
地

が
３
年
で
改
善
し
、
自
給
飼
料
生
産
や
水
稲
・

野
菜
等
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
農
地
の
適
正
管
理
に
よ
り
、
鳥
獣
対
策
に

も
つ
な
が
り
、
本
市
も
参
考
と
な
る
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。

☆
山
口
県
周
南
市

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
は
、
山
陽
自
動
車
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
国
道
２
号
線
沿

い
に
位
置
し
年
間
85
万
人
が
利
用
し
て
い
る
。

運
営
は
、
周
南
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
行
い
、

出
荷
調
整
を
し
て
い
る
の
で
、
品
揃
え
が
と
て

も
豊
富
で
繁
盛
し
て
い
る
。
施
設
内
に
は
高
齢

者
支
援
の
窓
口･

一
時
避
難
用
の
防
災
機
能
・

会
議
室
な
ど
が
あ
り
、
本
市
の
道
の
駅
の
機

能
・
運
営
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
感
じ
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

ゆず搾汁施設にて

3




